
広 報

32013
Vol.645

◆主な内容◆

2平成 24年度中学生国際交流報告

4五戸町消防団　初午行事　ほか

5青森ごのへグリーン・ツーリズム

モニターツアー　ほか

12郷土探訪　ほか



広報ごのへまち・2013-03 2

　

平
成
24
年
7
月
25
日
（
水
）
か

ら
29
日
（
日
）
ま
で
の
4
泊
5
日

の
日
程
で
柳
町
靖
彦
団
長
（
五
戸

中
学
校
長
）
率
い
る
生
徒
20
名
、

引
率
者
5
名
の
計
25
名
が
、
五

戸
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
韓
国

沃オ
ク
チ
ョ
ン川
郡
に
派
遣
さ
れ
、
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
貴
重
な
研
修
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

柳
町
団
長
は
「
生
徒
た
ち
は
、

我
が
国
と
韓
国
の
文
化
や
風
土
な

ど
の
類
似
点
、
相
違
点
を
理
解
し

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
に
気
づ
き
尊
重

す
る
態
度
が
身
に
つ
い
た
も
の
と

思
い
ま
す
。（
団
長
報
告
書
よ
り

抜
粋
）」
と
報
告
し
ま
し
た
。

五
戸
町
中
学
生
姉
妹
都
市
韓
国
沃
川
郡
派
遣
研
修

五
戸
中
学
校
1
年　

永
田　

真
夕

　

実
際
に
行
っ
て
み
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
の
国
際
交
流
で

の
経
験
を
生
か
し
、
日
本
の
も
の

に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
野
で
こ

れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
韓

国
で
の
4
泊
5
日
間
は
と
て
も
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
し
、
こ
ん
な
経
験
を
さ
せ

て
く
れ
た
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
や
学
校
の
先
生
、
役
場
の
方
々

に
感
謝
し
て
生
活
し
て
い
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

※生徒の感想は、文集からの抜粋です。

五
戸
中
学
校
2
年　

鳥
谷
部　

恭
汰

　

韓
国
の
人
は
、
韓
国
語
だ
け
で

な
く
、英
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
、

英
語
で
も
対
話
で
き
る
ん
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
人
と
比

べ
て
、
英
語
を
普
通
に
話
せ
て
い

る
こ
と
は
と
て
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
次
に
思
っ
た
こ
と
は
、

学
校
の
設
備
の
す
ご
さ
で
す
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
り
、
図
書

室
に
は
パ
ソ
コ
ン
が
あ
っ
た
り
、

夏
に
は
ク
ー
ラ
ー
を
使
う
こ
と
が

で
き
た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
て

い
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

僕
が
一
番
驚
い
た
の
は
、
授
業
に

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
黒
板
が

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
授
業
に
最
先
端
の
機
械
を
利

用
し
て
い
て
と
て
も
う
ら
や
ま
し

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

倉
石
中
学
校
3
年　

山
本　

彩
乃

　

私
は
韓
国
の
文
化
を
学
ん
だ

り
、
韓
国
の
人
た
ち
と
交
流
し

て
、
ま
す
ま
す
韓
国
の
こ
と
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。同
時
に
、も
っ

と
韓
国
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
韓
国
の
文
化
と
日
本

の
文
化
は
お
互
い
に
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
両
国
の
良

い
点
を
お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と

で
、
よ
り
良
い
国
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
が

両
国
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
に
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
生
か
し
た
い
で
す
。

五
戸
中
学
校
3
年　

輕
米　

彩
花

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

食
文
化
で
す
。
最
初
は
涙
が
出
る

ほ
ど
辛
く
て
本
当
に
食
べ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
5
日
間
で
韓
国

を
代
表
す
る
食
べ
物
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
4
泊
5
日
間
で
学
ん
だ
こ

と
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
韓
国
の
文
化
も
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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2
月
27
日
、
町
立
公
民
館
で
中

学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
の
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
平
成
11
年
度
か
ら
交
流

体
験
等
を
通
じ
て
国
際
感
覚
を
培

い
、
将
来
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
中
学
生
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
1
月
5
日
か
ら
11
日
ま
で

の
期
間
で
中
学
生
19
人
を
派
遣
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
に
は
保
護
者
や

町
の
国
際
交
流
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
報
告
会
で

は
、
生
徒
達
が
調
べ
た
現
地
の
食

文
化
、
生
活
、
特
産
品
な
ど
に
つ

い
て
4
つ
の
班
ご
と
に
発
表
。
保

護
者
ら
は
、
興
味
深
く
生
徒
達
の

発
表
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
交
流
体
験

主な研修内容・日程
1 月 5 日 日本出国

6 日 歴史講話
井上スクール（日本語学校）生徒の案内で班別市内研修

7 日 セントーサ島、ナイトサファリを見学
8 日 マーライオン公園、チャイナタウンを見学

9 日 マレーシアのデサル地区小学校で日本の伝統遊び等を通じて交流
マングローブクルーズ体験

10 日 三吉精機工業訪問
11 日 日本帰国

五
戸
中
学
校
2
年　

中
川
原　

千
晶

　

今
回
の
研
修
で
「
言
葉
の
壁
を

越
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
い
つ
も
は
使
わ
な
い
言
葉

を
使
う
こ
と
で
違
う
国
に
た
く
さ

ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
言

葉
は
違
う
け
ど
友
だ
ち
に
な
れ
る

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
す
て
き
な

事
だ
と
思
い
ま
す
。
国
境
を
越
え

て
、
言
葉
を
越
え
て
、
多
く
の
人

と
接
し
た
こ
と
は
と
て
も
新
鮮
で

た
め
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

あ
り
が
と
う
を
た
く
さ
ん
言
い
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
あ
ま
り
言
わ

な
か
っ
た
け
れ
ど
こ
れ
か
ら
は
、

気
遣
い
の
心
を
大
切
に
し
、
多
く

の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

※生徒の感想は、感想文からの抜粋です。

川
内
中
学
校
2
年　

四
戸　

み
な
み

　

言
葉
が
通
じ
な
い
、
文
化
も
違

う
、
初
め
て
会
っ
た
ば
か
り
な
の

に
、
親
近
感
が
わ
き
、
ほ
っ
こ
り

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
体
験
を
通
じ
て
、
大
切
な
の

は
、
お
互
い
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
心
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で
、

新
し
い
発
見
や
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出
で
も

あ
り
、
今
後
の
進
路
に
生
か
す
た

め
の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

倉
石
中
学
校
1
年　
　

川
守
田　

凛

　

私
た
ち
は
日
本
人
学
校
の
生
徒

２
名
と
川
内
中
の
生
徒
と
一
緒
に

繁
華
街
に
向
か
い
、
昼
食
の
チ
キ

ン
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
デ
パ
ー

ト
で
買
い
物
を
し
た
り
、
電
車
を

使
っ
て
移
動
し
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
井
上
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
と
も
会

話
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
か
ら
は
マ
ー
ラ
イ
オ

ン
の
あ
る
場
所
に
行
っ
た
り
、
他

に
も
た
く
さ
ん
の
場
所
に
も
案
内

さ
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
井
上
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
た
ち

と
別
れ
た
と
き
は
少
し
寂
し
か
っ

た
で
す
が
、
と
て
も
良
い
思
い
出

が
で
き
、
川
内
中
や
五
戸
中
の
生

徒
と
も
た
く
さ
ん
友
達
に
な
れ
た

し
、
一
生
の
思
い
出
に
残
る
海
外

派
遣
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
24
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
6
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
・
木
村

秀
政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機

Ｙ
Ｓ

－

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本

航
空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま

し
た
。
当
時
の
教
育
振
興
に
も
尽

力
し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
す
も
飛
ぶ　

飛
べ
大
空
に
!!

津
幡
君
ら
6
人
に
木
村
秀
政
賞

平成 24 年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

鳥
と り や べ

谷 部 光
こ う き

貴
（五戸高 3 年）

関
せ き ね

根 大
だ い ち

智
（川内中 3 年）

佐
さ さ き

々 木 あ ず さ
（五戸高 3 年）

立
た ち は な

花 香
か ほ

帆
（五戸中 3 年）

柿
か き も と

本 隼
は や と

杜
（倉石中 3 年）

津
つ ば た

幡 倫
り ん ぺ い

平
（五戸中 3 年）

受　　賞　　者（敬称略）
■永年勤続退団者感謝状
　勤続 30 年以上
　　大釜　明・田中　徹
　勤続 25 年以上
　　大西　一雄・川村　兼明
　　戸賀澤鉄男・小渡　信一
　勤続 20 年以上
　　佐々木正規・大久保浩実
　　川村　司・川村修悦郎
　　川村　慶夫

■分団競技会表彰（最優秀分団）
　第 7 分団・上市川分団
　第 24 分団・倉石 4 分団

■ラッパ隊功労者表彰
　平　悦雄・松尾　憲久

■感謝状（火災通報）
　若林　勝博

――五戸町消防団　初午行事――
　五戸町消防団（川村浩昭団長）の初

はつうま

午行事が 3 月 3 日
に行われました。早朝、倉石又重字太田で行われた火災
防御訓練では、団員らが機敏な動作で次々とホースを連
結し、遠距離中継送水の確認を行いました。
　その後、中心街に場所を移して三浦正名町長による観
閲を受け、勇壮なまとい振りや消防車両 30 台、団員約
500人による分列行進を披露し、士気の高さを示しました。
　続いて行われた式典では、川村団長と三浦町長が訓示。
永年勤続退団者や功労者らが表彰されました。

威風堂々、火消の心意気
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青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会
モニターツアー　≪奥州街道五戸塾≫

　

2
月
23
日
（
土
曜
日
）　

町
の

支
援
を
受
け
『
青
森
ご
の
へ
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
か
ら
県

の
東
北
観
光
博
地
域
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
に
よ
り
、
当
協
議
会

の
新
た
な
方
向
性
を
め
ざ
し
、
研

修
会
を
重
ね
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
一
日
体
験
等
の

企
画
に
も
役
立
て
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
29
名
の
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
が
、
又
重
の
新
山
神
社
を

見
学
、
伝
承
館
で
は
会
員
の
指
導

を
受
け
て
「
麦
は
っ
と
」
を
打
っ

た
り「
か
っ
け
」作
り
を
体
験
し
た
。

　

そ
の
後
、
倉
石
温
泉
に
場
所
を

移
し
、
又
重
地
区
の
『
舘
町
神
楽

舞
』
を
鑑
賞
し
た
。
地
域
住
民
以

外
で
は
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と
の

な
い
神
楽
舞
の
『
身
固
め
』
の
儀

式
に
、
参
加
者
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。

　

昼
食
は
、
会
員
が
作
っ
た
五
戸

秘
伝
調
味
料
『
す
ま
し
』
を
使
っ

た
煮
し
め
や
麦
は
っ
と
、
に
ん
に

く
葱
み
そ
の
か
っ
け
、
か
ま
す
も

ち
、
柿
な
ま
す
な
ど
、
五
戸
地
方

で
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
郷
土

料
理
を
味
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
法
人
く
ら
い
し
の
パ

ン
作
り
工
場
、
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン

ド
直
売
所
の
見
学
を
し
て
ツ
ア
ー

を
終
了
し
た
。

　

今
後
は
、
町
や
観
光
協
会
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実

し
た
ツ
ア
ー
や
一
日
体
験
を
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

青
森
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

会
長　

小
村　

喜
幸
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五戸町
コミュニティバス

４月１日より運行開始！４月１日より運行開始！

100円

コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス

お問合わせ先：五戸町  企画振興課  TEL 62 － 2111　南部バス株式会社  五戸営業所  TEL 62 － 3211

※ただし、中学生以下無料
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※小銭を必ずご用意のうえご乗車ください。※小銭を必ずご用意のうえご乗車ください。
町内区間のみ運行のバスには、両替機が無いバスもあります。
ご協力をお願いします。
町内区間のみ運行のバスには、両替機が無いバスもあります。
ご協力をお願いします。

Nunbu Bus
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平成 25年度犬の登録及び狂犬病予防注射のお知らせ
生後91日以上の犬は、「登録」と、「狂犬病予防注射」が必要です。
町では、次のとおり犬の登録及び狂犬病予防注射を実施しますので、必ず受けさせてください。
※お知らせのハガキが届いた人は、必ず持参して飼い犬と一緒に注射実施場所へお越しください。
【料　金】　登録料　1頭につき3,000円（登録をしていない犬）
　　　　　注射料　1頭につき3,000円（自宅等巡回は、1頭につき750円加算）
◆動物病院で受けた方は、注射済証を持参のうえ、予防注射実施場所か役場福祉保健課にお越しください。
　（注射済票交付手数料550円）
◆自宅等巡回を希望の方は、4月15日までに役場福祉保健課（☎62－7958）へ申し込んでください。
◆飼い主へお願い
　・首輪は、はずれないように、きつくして来てください。（注射の際に、首輪がはずれて逃げることがあるため。）
　・ハーネス（胴輪）にしている犬は、首輪にして来てください。（注射をする時は、首輪をつかまえてもらうため。）
◆飼っていた犬が死亡した場合や、住所が変わった場合は、役場福祉保健課へご連絡願います。
【平成25年度　犬の登録及び狂犬病予防注射日程表】

月　日 実　施　場　所 時　間 月　日 実　施　場　所 時間

4 ／ 16（火）
【五戸地区】

ひまわり団地内 9:00 ～ 9:10

4 ／ 22（月）
【切谷内地区】
【蛯川地区】

菖蒲川屯所前 9:00 ～ 9:40
鍜冶屋窪 ・川村善三郎宅前 9:20 ～ 9:30 粒ケ谷地屯所前 9:50 ～ 10:00
川﨑幸園入口前 9:40 ～ 10:00 切谷内公民館前 10:10 ～ 10:50
大西工務店前 10:10 ～ 10:30 大久木・防災無線塔前 11:00 ～ 11:05
図書館駐車場（屋外ステージ前） 10:40 ～ 10:50 佐野屯所前 11:15 ～ 11:30
川原町屯所前 11:00 ～ 11:30 大森・大久保キミ宅前 11:40 ～ 11:50
八幡宮広場 11:40 ～ 11:50 下新井田バス停前 13:00 ～ 13:10
五戸町立公民館駐車場 13:00 ～ 13:40 石仏屯所前 13:20 ～ 13:40
上大町 ・稲荷神社前 13:50 ～ 14:15 蛯川屯所前 13:50 ～ 14:10
上大町 自治会館前 14:25 ～ 14:50 蛯川バス停前 14:20 ～ 14:30
荒町 ・旧法務局前 15:00 ～ 15:10 幸ノ神・川村三次郎宅前 14:40 ～ 14:45

4 ／ 17（水）
【五戸地区】

新町屯所前 9:00 ～ 9:40 根前屯所前 14:50 ～ 15:00
二本柳住宅集会所前 9:50 ～ 10:20

4 ／ 23（火）
【倉石地区】

石沢公民館前 8:50 ～ 9:20
ひばり野役場車庫前 10:30 ～ 11:00 木戸場 9:25 ～ 9:30
PC コンクリート裏空地 11:10 ～ 11:40 和栄館（槍沢）前 9:40 ～ 9:45
正場沢 ・名久井正　宅前 13:00 ～ 13:20 工藤政美宅前 9:55 ～ 10:05
中里石油五戸スタンド十字路 13:30 ～ 14:10 小渡文化センター前 10:15 ～ 10:25
荒屋敷運転代行前 14:20 ～ 14:50 向松振興会館前 10:30 ～ 10:40
ひばり野公園プール前駐車場 15:00 ～ 15:10 中市畑山商店前 10:50 ～ 11:20

4 ／ 18（木）
【豊間内地区】
【浅田地区】

志戸岸屯所前 9:00 ～ 9:25 大久保タキ宅前 11:30 ～ 11:35
豊間内屯所前 9:35 ～ 10:10 清駒道三叉路前 11:45 ～ 11:50
岩ノ脇屯所前 10:20 ～ 10:30 風原平文化センター前 13:10 ～ 13:15
野沢自治会館前 10:40 ～ 11:00 一ノ坪文化センター前 13:25 ～ 13:30
扇田屯所前 11:10 ～ 11:20 横倉文化センター前 13:40 ～ 13:45
扇田 ・佐々木商店前 11:30 ～ 11:45 平成文化センター前 13:55 ～ 14:00
浅田支所前 13:00 ～ 13:25 宮台文化センター前 14:15 ～ 14:20
北向屯所前 13:35 ～ 13:45 しらかば前 14:30 ～ 14:40
関口集会所前 13:50 ～ 13:55 森冬畑作振興組合前 14:50 ～ 14:55
手倉橋 ・高山商店前 14:05 ～ 14:15

4 ／ 24（水）
【倉石地区】

舘町旧消防屯所前 9:00 ～ 9:25
荷軽井屯所前 14:25 ～ 14:35 鎗水文化センター前 9:35 ～ 9:40
上豊川屯所前 14:50 ～ 15:00 沼沢文化センター前 9:55 ～ 10:05
下豊川 ・共防組合倉庫前 15:05 ～ 15:10 北向文化センター前 10:15 ～ 10:25

4 ／ 19（金）
【上市川地区】

上市川団地集会施設前 9:00 ～ 9:15 旧又重地区公民館前 10:35 ～ 10:45
善浪墓地前 9:25 ～ 9:40 太田振興会館前 10:55 ～ 11:05
鳩岡平団地前 9:50 ～ 10:05 浦田協和館前 11:15 ～ 11:30
石呑屯所前 10:15 ～ 10:25 倉石支所前駐車場 11:40 ～ 11:50
石呑・若林繁光宅前 10:35 ～ 10:45
池ノ堂自治会館前 10:55 ～ 11:15
北市川屯所前 11:25 ～ 11:45
上区・田代電気商会前 13:00 ～ 13:30
中区公民館前 13:40 ～ 14:00
下区・原正賢宅前 14:10 ～ 14:25
下区・原清勝宅前 14:35 ～ 14:55
中筒集会所前 15:05 ～ 15:10

＜飼い犬の適正飼養管理のお願い＞
犬を飼う際には、次のことを守るようお願いします。
◆飼養者は、狂犬病予防法に基づき、飼養する生後 91 日以上の全ての犬に対し、登録と狂犬病予防注射を実施すること。
◆飼養する施設は、種類、体格に応じた構造とし、適正に維持管理するとともに、係留する場合は、犬の行動範囲が道路や

通路に接しないようにすること。特に大型犬は、施錠できる頑丈な檻、さく等を用い、人が容易に近づけないよう係留す
ること。

◆犬を屋外で運動させる場合には、犬を完全に制御できる人が引き運動により行い、犬の突発的な行動に対応できるよう引
綱の点検や調整等に配慮すること。

◆飼い犬が逸走した場合は、速やかに役場や動物愛護センター、及び最寄りの警察署に通報すること。

問福祉保健課保健衛生班　☎ 62 － 7958（直通）

犬を登録しないと狂犬病予防法第 4 条違反、
注射を受けさせないと狂犬病予防法第 5 違反
で罰金が科せられます !!
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救急病院

皆様の健康を守るため ｢敷地内全面禁煙」です。
「内科・外科・脳神経外科｣ の外来診療は

当分の間、毎週土曜日休診となります。敷 地 内
全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 25 年 4 月 1 日現在

救急指定病院 問 五戸総合病院　TEL ６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 新井田修久 副 院 長 ○ ○ 9:00～消化器検査 ○ ○

岡 本　 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口　　 順 科 長 ― ― ― ― ― ―
藤 田　　 均 医 長 ○ ○ ○ ○ 9:00～消化器検査
八戸市立市民病院 救命救急センター ○ ○ ○

【糖尿病外来】池 端　 史 子 八 戸 市 ○ 4/2・9・16・23・30 ○ 4/3・10・17・24
【循環器内科】三 浦　 昌 人 東北大学 ○ 4/5・12・19・26
【循環器内科】東 山　 明 弘 三戸中央病院 ○ 4/9･23 午後
外 科 蝦 名　 宣 男 院 長 ○ ○午後　乳腺・甲状腺外来

田 邊　　 淳 医療局長 ○ ○
安 藤　 敏 典 科 長 ○ ○

産 婦 人 科 井戸川敏彦 副 院 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東北大学 ○ 4/5・19 ○ 4/6・20

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４

整 形 外 科 三 上　 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４
応 援 医 師 労災病院 ○第１・３

脳神経外科 深 瀬　 栄 一 医療技術局長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約制
耳鼻いんこう科 袴田真理子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘前大学 ○ 4/6・20
皮 膚 科 応 援 医 師 東北大学 ○ 10:00 ～ ○ 10:00 ～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…受付時間：7:30 ～ 11:30
○第１・第３・第５土曜日（初診・再診）…受付時間：7:30 ～ 11:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・第４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

ただし、急患はこの限りではあり
ません。
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雪
か
た
ず
け
を
夫
と
二
人
で

橘　

ミ
ネ
子（
北
市
川
）

蕗
の
薹
春
を
先
取
り
自
慢
顔

　

摘
み
取
ら
れ
る
を
知
る
や
知
ら
ず
や

田
代
十
志
男（
上
市
川
）

野
に
山
に
川
の
流
れ
も
穏
や
か
で

　

緑
の
自
然
充
つ
る
倉
石

中
村　

武
美（
清
三
久
保
）
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町
で
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
形
成
促
進
の
た
め
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ 

ス
テ
ム
を
導
入
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で

※
予
算
に
限
度
（
上
限
額
45
件

分
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
補
助
金
額

　

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
4
万

円
。
た
だ
し
上
限
16
万
円
。

　

次
の
と
お
り
パ
ー
ト
看
護
助
手

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

パ
ー
ト
看
護
助
手　

若
干
名

●
受
験
資
格

　

お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
者

で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

●
勤
務
時
間

8
時
15
分
～
17
時

1
日
4
～
5
時
間
勤
務

●
勤
務
内
容

　

主
に
清
拭
、配
膳
、食
事
介
助
、

シ
ー
ツ
交
換
、
介
護
補
助
等

●
任
用
期
間

　

平
成
25
年
5
月
1
日
か
ら
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
（
勤
務

評
価
後
契
約
更
新
あ
り
え
る
）

●
給
料

　

時
間
給
700
円
、
雇
用
保
険
、

通
勤
手
当
あ
り

●
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

受
験
者
に
直
接
通
知
し
ま
す

●
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
履
歴
書
、
健

康
診
断
書
を
添
え
て
五
戸
総
合

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
導
入
補
助
金
に
つ
い
て

五
戸
町
臨
時
的
任
用
職

員
の
募
集
に
つ
い
て

雇
用
・
募
集

病
院
管
理
班
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
・
健

康
診
断
書
は
五
戸
総
合
病
院

管
理
班
に
あ
り
ま
す
。

※
五
戸
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

平
成
25
年
3
月
11
日
（
月
）

か
ら
4
月
12
日
（
金
）
ま
で
の

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

を
除
く
8
時
30
分
か
ら
17
時
ま

で
。
郵
送
の
場
合
は
4
月
12
日

必
着
。

問
五
戸
総
合
病
院　

管
理
班

〒
0
3
9

－

1
5
1
7
青
森
県

三
戸
郡
五
戸
字
沢
向
17

－

3　

☎
0
1
7
8

－

61

－

1
2
0
0

内
線
3
3
3

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
職
業
訓
練
を
安

心
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
、
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 職

業

訓

練

の

受

講

者

募

集

に

つ

い

て

パ
ソ
コ
ン
活
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
基
礎
科

　

文
書
作
成
・
表
計
算
・
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
基
礎
知

識
、
及
び
実
務
を
想
定
し
た
応
用

ス
キ
ル
の
習
得
／
場
面
に
応
じ
た

話
し
方
、
聴
き
方
を
理
解
し
、
実

践
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
の
習
得

●
日
時

6
月
11
日
～
10
月
10
日

9
時
10
分
～
15
時
50
分

●
場
所

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
八
戸
教
室
（
八
戸

市
長
苗
代
字
二
日
市
）

●
定
員

15
名
（
※
応
募
者
が
少
な
い
場
合

は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
受
講
料

　

無
料
（
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代

6
，
8
2
5
円
お
よ
び
資
格

試
験
を
受
験
す
る
場
合
は
別
途

受
験
料
が
必
要
で
す
。）

●
申
し
込
み

　

事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受

講
手
続
き
を
済
ま
せ
、
4
月
1

日
～
5
月
9
日
の
間
に
Ｊ
Ｍ
Ｔ

Ｃ
八
戸
教
室
へ
。

問
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
八
戸
教
室

☎
0
1
7
8

－

70

－

2
4
0
1

●
注
意
事
項

▼
補
助
対
象
者
、
補
助
対
象
設

備
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
要
綱
を
ご
覧
頂
く
か
、
役
場

企
画
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▼
交
付
決
定
前
に
工
事
着
手
し
た

も
の
、
既
設
・
中
古
設
備
は
補

助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
設
置
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
他
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
五
戸
町
役
場
2
階
企
画
振
興

課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
下
さ
い
。

　
（
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
販
売
業

者
へ
手
続
き
の
代
行
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

●
書
類
様
式

　

五
戸
町
役
場
2
階
企
画
振
興

課
、
各
支
所
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
2
3
4　
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国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
（
加

入
・
喪
失
）
は
、
14
日
以
内
に
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
ほ
か
の
健
康
保

険
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）
に

加
入
し
た
と
き
に
は
、
国
民
健
康

保
険
を
喪
失
す
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

で
継
続
す
る
人
、
別
の
健
康
保
険

に
加
入
で
き
る
人
は
不
要
）。

　

国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
、

加
入
す
る
と
い
っ
た
理
由
が
生
じ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
住
民
課

ま
た
は
川
内
・
浅
田
・
倉
石
・
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

健

康

保

険

の

手

続

き

に

つ

い

て

　

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

と
未
熟
児
養
育
医
療
は
、
こ
れ
ま

育
成
医
療
と
未
熟
児
養
育
医
療
の

申
請
受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
五
戸
町
出
身
者
へ
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
～

　

ふ
る
さ
と
五
戸
町
に
対
し
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
と
し
て
多
く
の
皆

様
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
寄
付
さ
れ
た
方
の
使
途
希
望

分
野
へ
の
活
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
状
況
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

●
寄
付
総
額　

62
万
円

●
寄
附
さ
れ
た
人　

4
名

　

▼
鳥
谷
部　

哲
三
朗　

様

　
　
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
在
住
）

　

▼
守
田　

正
三　

様

　
　
（
東
京
都
立
川
市
在
住
）

　

▼
田
代　

富
英　

様

　
　
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
住
）

　

▼
匿
名
希
望
者　

様

　
　
（
北
海
道
北
見
市
在
住
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ
る

さ
と
や
関
わ
り
が
深
い
自
治
体
を

応
援
し
た
い
と
い
う
方
の
想
い
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
ま
す

お
応
え
す
る
観
点
か
ら
、
自
治
体

に
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
を

し
た
場
合
に
、
現
在
お
住
ま
い
の

自
治
体
の
住
民
税
・
所
得
税
が
、

寄
付
額
に
応
じ
て
一
定
額
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
2
3
2

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
と
き
】

○
国
民
健
康
保
険
証
（
人
数
分
）

○
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の

保
険
証
（
人
数
分
）

○
印
鑑
（
※
喪
失
す
る
手
続
き

が
遅
れ
、
国
民
健
康
保
険
証
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
で
負
担
し
た
医

療
費
は
返
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

【
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
】

○
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
証
明
書

○
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

は
年
金
証
書

○
印
鑑
（
※
加
入
の
手
続
き
が
遅

れ
た
場
合
、
保
険
税
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
理
由
の

生
じ
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
役
場
住
民
課

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
1
1
5

お

知
ら
せ

育
児

安
全
・
安
心

「
メ
ー
ル
1
1
9
」
に
つ
い
て

　

聴
覚
・
言
語
機
能
に
障
害
の
あ

る
人
な
ど
、
電
話
で
の
通
報
が
困

難
な
人
が
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
救
急
車
や

消
防
車
の
要
請
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

●
対
象
者

　

八
戸
市
、
三
戸
郡
の
町
村
及

び
お
い
ら
せ
町
に
居
住
す
る
人

ま
た
は
同
地
区
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

※
い
た
ず
ら
な
ど
の
通
報
を
防
ぐ

目
的
で
、
事
前
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
ア
ド
レ
ス
は
非
公

開
と
し
ま
す
）。
事
前
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
は

通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
（
市
町
村
役
場
、
ろ
う

あ
協
会
お
よ
び
最
寄
り
の
消
防
署

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
請
書
に
記
載
し
て
い
る
宛

先
に
郵
送
ま
た
は
直
接
最
寄
り
の

消
防
署
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
変
更
の
案
内

　

平
成
24
年
3
月
か
ら
次
の
電

話
番
号
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
「
緊
急
通
報
フ
ァ
ッ
ク
ス
1
1
9
」

（
局
番
な
し
）
1
1
9

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
1
1
9
番
通

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
「
消
防
情
報
案
内
」

　

0 お

問

合

せ

1
8
0

－

9 救
急
以
外
は

9
1

－

8 は
ち
み
っ
つ

8
8

　

消
防
車
の
出
動
情
報
を
自
動
音

声
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
プ
リ
ペ

で
保
健
所
で
申
請
受
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
よ
り
身
近
な
役
場
に
受

付
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
平

成
25
年
4
月
診
療
分
か
ら
、
役
場

で
新
規
・
更
新
等
の
申
請
を
受
付

し
ま
す
。

●
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
と
は

　

18
歳
未
満
で
あ
っ
て
身
体
に
障

害
の
あ
る
児
童
や
、
放
置
す
る
と

将
来
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る

疾
患
が
あ
る
児
童
で
、
そ
の
障
害

を
除
去
・
軽
減
す
る
治
療
を
受
け

る
場
合
に
、
医
療
機
関
窓
口
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

●
未
熟
児
養
育
医
療
と
は

　

未
熟
児
（
0
歳
児
）
の
養
育
の

た
め
の
入
院
に
つ
い
て
、
医
療
費

を
軽
減
し
ま
す
。

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

2
1
1
1
（
代
表
）
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　　　平日10:00～ 19:00、土・日・祝日9:00～ 17:00
● 4月の休館日　1日、8日、15日、22日、30日
●問い合わせ先　五戸町図書館　℡６１－１０４０

【今月のおすすめ】
おしゃれな普段着とバッグ
（丸屋米子 /著　日本ヴォーグ社）
袖を通さなくなった着物をほどいて、今着
たい洋服やバッグに作り直してみません
か。着物リメイクの基礎を解説し、着物地
を使ったチュニックやスカートなどのお
しゃれな普段着や、バッグ・小ものの作り
方を紹介。著者は五戸町に「ギャラリージョ
アン」をオープン、現在に至る。

こんな家にすんでたら　世界の家の絵本
（ジャイルズ・ラロッシュ /作　偕成社）
動物といっしょに暮らせる大きな家、海面
すれすれの人工の島の上にたっている家、
何十もの家族が住むまるい家…。精緻で美
しいペーパークラフトで、世界各地の特色
のある家々を紹介する。

■一般　■ヤングアダルト
クックパッド社員の名刺の秘密 （横川潤）
台所から子どもたちへ （山本ふみこ）
にっぽん全国百年食堂 （椎名誠）
子育て主夫青春物語 （堀込泰三）
沈黙の町で （奥田英朗）
月の魔法 （川上健一）
望郷 （湊かなえ）
おもかげ橋 （葉室麟）
糸車 （宇江佐真理）
ハピネス （桐野夏生）

■児童
毎日小学生新聞のなるほどニュース新発見！（毎日小学生新聞）
いきのびる魔法　いじめられている君へ（西原理恵子）
開発と破壊　生活をこわされる子どもたち（アムネスティ・インターナショナル日本）
よくわかる電気のしくみ （伊藤尚未）
自転車まるごと大事典 楽しく安全に乗るために（「自転車まるごと大事典」編集室）
カントリー・ロード （阪口正博）
ペーパータウン （ジョン・グリーン）
本、だ～いすき！ （ジュディ・シエラ）
メルリック 魔法をなくしたまほうつかい（デビット・マッキー）
プレッツェルのはじまり （エリック・カール）

春

の

火

災

予

防

運

動

イ
ド
式
携
帯
電
話
か
ら
の
ご
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は
、「
ウ
ー

ウ
ー
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」が
火
災
、

「
ウ
ー
ウ
ー
」
は
そ
の
他
の
災

害
で
す
。

問
消
防
本
部
指
令
情
報
課

☎
0
1
7
8

－
4
4

－

2
1
3
5

FAX
0
1
7
8

－

4
6

－

1
1
7
1

●
実
施
期
間

　

平
成
25
年
4
月
8
日
（
月
）
～

4
月
14
日
（
日
）

●
統
一
標
語　
﹃
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
﹄

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
チ
ョ
ッ

ト
」
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
関

心
を
持
ち
、
次
の
7
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
気
を
付
け
て
火
災
の
な
い
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト

～
3
つ
の
習
慣
4
つ
の
対
策
～

【
3
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◆
防
火
教
室
や
救
急
講
習
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に
つ

い
て
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
五
戸
消
防
署

☎
0
1
7
8

－

62

－

3
1
4
0

○
火
災
・
救
急
・
救
助
は「
1
1
9
」

○
八
戸
消
防
本
部
情
報
案
内
（
災

害
情
報
等
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
）

「
0
1
8
0

－

9
9
1

－

8
8
8
」

【五戸ちゃんねる】
～4月の番組表（予定）～
時間 番　組
0:00

放送終了
（次の放送開始をお待ちください）

1:00
2:00
3:00
4:00

ごのへ夏まつり
（イベント＆花火大会）5:00

6:00
7:00 応急手当を身につけよう／五戸消防署
8:00 五戸町総合防災訓練
9:00 夢の森収穫感謝祭＆倉石

牛肉まつり
10:00 春の全国交通安全運動
11:00 入学式（新1年生の晴れ姿）
12:00 五戸地区幼年消防クラブ防火大会
13:00 第 30 回交通安全チャリ

ティー大会14:00
15:00 五戸町民大学講座・弘前

大学講演会16:00
16:30 五戸まつりダイジェスト
17:00 第 28回五戸町産業と文化まつり
18:00

五戸町議会第 12 回定例
会　一般質問

19:00
20:00
21:00
21:30 五戸町 PRビデオ＆ケーブ

ルテレビからのお知らせ
22:00 ふるさとビデオ便り＆大

空へ続く坂道
23:00 2013 年 4 月五戸チャン

ネル
※ 3月 22日時点の情報です。
※番組名は仮称です。また、番組
内容および放送時間などは予告
なく変更する場合がありますの
で、テレビ番組表（五戸ちゃん
ねる11ch）にてご確認ください。
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︻
戦
後
の
自
治
体
警
察
︼

　

戦
後
の
昭
和
23
年
3
月
7
日
、

警
察
制
度
の
改
革
が
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
の
県
警
五
戸
署
は
自
治
体

警
察
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
看
板
は

「
五
戸
町
警
察
署
」
と
変
わ
っ
た
。

　

警
察
予
算
は
町
民
の
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

時
、
町
の
治
安
は
混
乱
か
ら
コ
ソ

泥
、
ボ
ヤ
騒
ぎ
な
ど
が
多
発
。
若

者
た
ち
は
夜
間
の
自
警
団
を
組
織

し
、
町
内
の
防
犯
に
努
め
た
。

　

3
年
後
の
昭
和
26
年
10
月
1

日
、
国
家
地
方
警
察
に
編
入
し
、

自
治
体
警
察
は
同
年
10
月
30
日
で

終
了
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
川
原
町
の
駐
在
所
は
蛯

川
駐
在
所
に
新
設
移
転
（
昭
和
26

年
10
月
7
日
）
し
た
。

　

五
戸
署
は
明
治
8
年
5
月
1
日

に
創
立
。
後
に
五
戸
分
署
か
ら
五

戸
警
察
署
と
し
て
独
立
し
た
の
は

大
正
15
年
7
月
1
日
、
今
年
は
87

年
を
迎
え
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
浦　

榮
一

町 の 人 口
（前月対比）

男 9,152 人 （ー 18）

女 9,857 人 （ー 5）

総人口 19,009 人 （ー 23）

世帯数 7,016 世帯（－ 1）

平成 25年 3月 1日現在

№ 219

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
39

　戦
後
の
自
治
体
警
察
」

五
戸
町
警
察
職
員
記
念
写
真

︵
警
察
署
前
︶

戦
後
間
も
な
い
五
戸
警
察
署

新
た
な
る
旅
立
ち
・
・
・

五
戸
・
川
内
・
倉
石
中
学
校
卒
業
式

後輩に託す熱い思い

の
際
に
は
「
あ
す
も
飛
ぶ　

飛
べ

大
空
へ
」
と
木
村
秀
政
博
士
の
言

葉
を
引
用
し
、
次
の
人
生
へ
の
第

一
歩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
義
務
教
育
課
程
を
修

了
し
た
169
名
は
、
新
た
な
環
境
の

中
で
、「
青
春
の
思
い
出
」
に
次

の
一
ペ
ー
ジ
を
書
き
始
め
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

3
月
8
日
は
川
内
中
学
校
で
、

3
月
9
日
は
倉
石
中
学
校
と
五
戸

中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

川
内
中
学
校
の
卒
業
生
は
31

名
、
倉
石
中
学
校
は
22
名
、
五
戸

中
学
校
は
116
名
、
計
169
名
の
生
徒

が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
出
席
し
た
三
浦
町
長

は
卒
業
生
に
「
思
春
期
の
最
も
懐

か
し
く
な
る
思
い
出
が
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
未
来
輝

か
し
き
皆
さ
ん
の
卒
業
に
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
祝
辞

を
述
べ
、
ま
た
木
村
秀
政
賞
授
与家族に感謝の「ありがとう」

最後の歌声 卒業証書授与



月 日 行事名 場所 納期

4

13 日 五戸ごみ０運動 町内全域 軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町
県
民
税

国
民
健
康 

保

険

税

介
護
保
険
料

上
下
水
道
事
業 

受
益
者
負
担
金

28 日 五戸地区消防観閲式 中央商店街通り・五戸小学校　ほか

27 ～ 5 月 4 日 春季スポーツまつり ひばり野公園　ほか

5

5 月～ 3 月 パワフルライフ講座
「リフレッシュ健康体操」 町立公民館

全期 1 期5 月～ 3 月 パワフルライフ講座
「リフレッシュ健康体操・ステップ」 町立公民館

5 月～ 2 月 わくわく♪スクエアステップ教室 町立公民館

6 8・9 日 三戸郡総合体育大会 主会場：五戸町 1 期

7
14 日 町民登山 八幡平　モッコ岳

2 期 1 期 1 期
7 月～ 9 月 町長杯町民サッカー大会 ひばり野公園

8

3 日（予定） ごのへ夏まつり ひばり野公園

2 期 2 期 1 期

16 日 五戸町斎場納骨供養 五戸町斎場

17 日・18 日 青森県民体育大会 主会場：弘前市

30 日～ 9 月 1 日 五戸まつり 中心街

31 日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

9

1 日 青森県民駅伝競走大会 主会場：青森市

3 期 3 期 2 期19 日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

22 日 町民運動会 ひばり野公園

10

13 日 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

3 期 4 期13・14 日 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

未定 五戸町総合防災訓練 未定

11

1 日～ 3 日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドーム・町立公民館

4 期 5 期 3 期1 日～ 3 日 五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

10 日 町民歩こう会 奥入瀬渓流

12

4 日～ 2 月 9 日 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

4 期 6 期 2 期8 日 フットベースボール交流大会 五戸ドーム

15 日 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

1

5 日 新春マラソン大会 ひばり野公園

7 期 4 期6 日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

12 日 五戸町成人式 町立公民館

2 16 日（予定） 五戸町ふれあいスキー・スノーボード教室 未定 8 期

3 2 日 五戸町消防団初午 中央商店街通り　ほか

※日程は変更になることがあります。詳細については広報・回覧等をご確認ください。

保存版 平 成 25 年 度 年 間 行 事 予 定

五戸まつり 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 町民歩こう会



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

2013 年　第 55 回「こども読書週間」
4 月 23 日（火）～ 5月 12 日（日）

「たくさん読んで　大きくなあれ」
４月２３日（火）～５月１２日（日）
　＠春のわくわく絵本展　～たくさん読んで　大きくなあれ～
　＠“手形でこいのぼり”づくり
　＠クイズラリー
５月１１日（土）１４：００～
　＠特別おはなし会　　「紙しばい倶楽部とわだ」のみなさん
問町図書館　☎ 61-1040

日 記念日等 行事等

17 水 ● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 15：10 五戸地区巡回

18 木
● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 15：10 豊間内・浅田地区巡回

● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

19 金
● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 15：10 上市川地区巡回

● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館

20 土

21 日 ● 倉石牛焼肉の日 11：00 ～ 15：00 夢の森ハイランド

22 月
● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 15：00 切谷内・蛯川地区巡回
● Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

23 火 こども読書の日
● 狂犬病予防注射 8：50 ～ 14：55 倉石地区巡回

第
55
回
「
子
ど
も
読
書
週
間
」

● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館

24 水
● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 11：50 倉石地区巡回

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

25 木 国連の日 ● 献血　① 9：30 ～ 11：30　町立公民館　② 13：00 ～ 14：00　やまばと寮　③ 14：50 ～ 16：00　東北三吉工業㈱

26 金 風呂の日
● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30 ～ 11：30 豊間内コミュニティセンター
● とことん元気教室（又重地区） 9：30 ～ 11：30 倉石温泉

4 か月児健康診査（平成 24 年 12 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火 図書館記念日

春の全国交通安全運動
4/6（土）～ 4/15（月）

あなたも参加　私もやります　“交通安全”

運
動
の
重
点

１．子供と高齢者の交通事故防止
２．夕暮れ時・夜間の交通事故防止
３．すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
４．飲酒・暴走運転の根絶



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

月間メモ
■ごみ０

なし

運動　…　４/13（土）

■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　4/1 ～ 5/31　役場税務課

■平成 25年度資産証明書発行開始

　4/1 ～　役場税務課・各支所

2 0 1 3 年

平成25年度
4 月

日 記念日等 行事等

1 月 県民交通安全の日

2 火

3 水 ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

4 木 ● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

5 金 ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化ｾﾝﾀｰ

6 土

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

7 日 世界保健デー

8 月 ● Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

春
の
火
災
予
防
運
動

9 火 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

10 水 ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

11 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回
● とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館
● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

12 金
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

３歳児健康診査（平成21年12月・平成22年1月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

13 土
● 五戸ごみ０（なし）運動 6：00 ～ 町内全域

● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

14 日

15 月 高齢者交通安全の日
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

16 火
● 狂犬病予防注射 9：00 ～ 15：10 五戸地区巡回

６か月児健康相談（平成 24 年 8 月・9 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

毎年 1回
健診を受けましょう

特定健康診査等の
申し込みは

役場福祉保健課へ
お電話ください！
TEL ６２－７９５８
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平成25年度
5 月

月　間　メ　モ
■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　4/2 ～ 5/31　役場税務課

日 記念日等 行事等

1 水
県民交通安全の日

メーデー
ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

第
55
回
「
子
ど
も
読
書
週
間
」

2 木 ● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

3 金 憲法記念日

4 土 みどりの日

5 日
こどもの日

端午の節句

6 月 振替休日

7 火

8 水 世界赤十字デー 三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

9 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

10 金
● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

1歳6か月児健康診査（平成23年10月・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

11 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

12 日

13 月
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター
● Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

14 火
10 か月児健康相談（平成 24 年 6 月・7 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

● トコトコ教室（川原町地区） 13：30 ～ 15：30 川原町自治会館

15 水 高齢者交通安全の日 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

16 木 ● みんなの保健室（健康相談） 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課


